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2012年度基本要求支部代交渉

「行政補助員」制度の抜本的見直し、災害時における安全衛生の確立等を強く求める！
児童相談所福祉職の大幅増員、職業訓練指導員の大量欠員の補充、研究職の昇任昇格改善を

自治労県職労は1月17日、2012年度基本要求の支部代交渉を行いました。（回答は４頁）

自治労県職労の重点要求
○過重労働の撲滅

・人員削減とともに、内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等々）の増大が過重労働の原因の一つであり、抜本的に是正すべき。
・個人情報等を除く調査結果をイントラに載せることにより共有化し、類似の照会・調査を減らすとともに、照会・調査にあたってのルール化をすべき。
・職員に過重な負担を強い、効率的な事務執行の妨げとなっている「厳格な執行」を「合理的な執行」に是正すること。

○人員要求

・前知事が人口当りの職員数が全国一少ないと豪語したほどの、減らし過ぎの人員回復。

・職業訓練指導員の欠員補充。

・児童相談所の大幅増員。県税職場の人員増。

・太陽光関連部署の人員増と組織体制整備。

・短時間再任用職員の複数配置職場の増員。

・メンタルヘルス不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。

○メンタルヘルス不全対策、労働安全衛生について
・産業医の管理の下での一貫した体制の確立。

・産業医との意見交換の場の確保。

・東日本大震災の経験を踏まえ、災害時における業務についての「労使協定」の締結にむけた協議。

・災害時に対応できるよう、水、食料、医薬品、毛布等の備蓄。

・キャビネットやロッカー等の転倒防止対策等について、全庁的な推進体制を確立し、全ての所属において安全点検を行い、必要な対策を実施すべき。所属予算が不足する場合は手当すべき。

・直下型地震に対する耐震診断、必要な補強・建て替えの実施。

・労働安全衛生法に準拠した執務スペースの確保。

　（労働安全衛生法では10㎥／人）
○節電対策について
・今冬の「節電対策」について、適時安全衛生についての確認を行い、問題がある場合は早急に改善を。

・夏の節電対策実施にあたって、労働安全衛生についての事前の労使協議と合意。

○昇任昇格、人事評価・人事制度について
・モチベーションが維持できる昇任昇格。

・人事評価システムの検証。

・内部管理事務増大の元凶である、現行人事制度の抜本的見直し。

○行政システム改革について
・小分け化後、各課で行っている予算、庶務等の内部管理事務は、効率性の観点から、各部の筆頭課に人員を配置の上で集約。

・県政Ｃや土木事務所、県税事務所等、出先機関の再編にあたっては、組合との十分な交渉と合意を。

・三セクの人件費について、県の交渉結果を機械的に押し付けている。三セクは民間労使関係であり、当該団体の労使交渉を尊重すべき。

○行政補助員問題、非常勤等職員課題について
・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直しを行うべき。

・臨任の任用期間は、勤務した月の社会保険料を事業主である県が負担するよう改善すべき。

・臨任・非常勤・再任用職員の婦人科検診等の実施。
・臨任・非常勤職員の療養休暇の有給化。
・再任用職員の年度内異動について、ルール化に向けての労使協議の実施。

○ノーマライゼーション課題について
・加齢による障害の重度化に伴う業務遂行等の課題を把握するために、当事者の声を聞く場の設定。

支部代表者の発言

・児童相談所では、相談が大幅に増加し、複雑化しており、過重労働により、心身ともに支障をきたす職員があとを絶たない。施設に異動になっても十分働くことができない職員もおり、福祉職場全体の問題となっている。児童相談所の福祉職の大幅増員を強く求める。
・今後、県税の統廃合が予定されていると聞く。早めの情報提供と組合との協議をお願いしたい。

・県税でも、臨任・非常勤職員は欠かせない存在となっている。安定雇用をお願いしたい。

・メンタルで休職していた職員が復帰すると、臨任職員が切られてしまう。復帰直後から一人前の仕事を求められ、その結果、また休職になってしまう職員が県税でもいる。復職後一定期間の臨任職員の継続は必要である。

・県税職場は、厳しい苦情も多い。そうしたことに耐えられなくてメンタルになる職員もいる。復職しても同じ職場では、また休職に追い込まれる。仕事が原因の場合は、他の職場での復帰ができるようにすべきだ。

・研究職の4級昇、5級昇が厳しい。3級（行政職1表4級相当）10年以上の職員が10名以上いる。モチベーションが維持できるような昇任昇格をお願いしたい。産業技術Ｃでは、本庁のグループに相当するチーム制だが、リーダーは3級のままの人もいる。3級の職員が、現在の産業技術Ｃを背負っている。

・民間研究機関経験者は、年齢に比べて昇任昇格が遅い。県歴に相当する民間歴の扱いをお願いしたい。

・職業訓練指導員は、現在欠員が27名だ。この間当局は、「コースが決まらないと採用できない」と言ってきた。西部校が25年度に開校予定で、コースが確定したのだから、約束どおり欠員を埋めるべき。この数年、毎年1名採用されているが、採用枠を大幅に拡大していただきたい。

・西部地域の4校が統合され、西部総合技術校となる。現在、指導員の校長2名、教務課長が4名いる。西部総合技術校開校までに、指導員のモチベーションが維持できるよう職制を整備すべきだ。
	項　目
	労務統括官回答

	過重労働の撲滅について
	・照会・調査業務については、県庁改革課で取り組んでいる。調査等の必要性など、統一運用基準を作り、平成24年4月から本格実施したい。

・会計制度については、再発防止を基本に、より効率的、合理的な制度としたい。

	人員について
	・まず業務があり、執行体制を考えた上で必要な人員を各局で配置している。
・再任用職員については、長年の経験・知識を活用していただいている。
・復職後の人員の対応について、一つの仕事に複数の人員を配置することはできない。
・職業訓練指導員については、中長期的に検討し、必要な分野は正規職員を配置する。

・児童相談所については、児童虐待等に対する対応を求められており、定数増で対応している。

	昇任昇格について
	・昇任昇格は、職員のモチベーション維持も勘案して行う。

・研究職については、一定の前歴換算をしている。

	メンタルヘルスについて
	・今年度、精神科医である産業医を配置した。

・産業医との意見交換は、労務・職員厚生課一体となって進める。現在職員厚生課と調整している。

	災害時の備えについて
	・現在安全防災局で体制を検討している。
・「災害発生に関する労働条件についての労使協定」の締結の要求について、災害時の労働条件について検討していく必要がある。

・水、食料、医薬品、毛布等の備蓄については、配備できるよう補正予算で対応。

	労働安全衛生の確立について
	・労働安全衛生については、法令を遵守し、努力していく。
・本庁の執務スペースの確保については、庁舎管理課が最大限努力している。
・転倒防止は、各所属の火元責任者が対応。産業医の巡視でも指摘・指導する。

	節電対策に係る労働安全衛生の確保について
	・労働安全衛生に配慮するよう周知している。

	人事評価システム・人事制度について
	・実施状況を検証し、必要に応じて見直す。見直しにあたっては、話し合って行きたい。

	行政システム改革について
	・本庁の小分け化の課題について、予算の集約は困難であるが、その他の共通事務等については、部筆頭課への集約を検討している。
・県税の統廃合については、早めの情報提供を行う。

・三セクの賃金・労働条件については、当該団体の理事者と組合との話し合いで決めるもの。

	臨任・非常勤・再任用職員の賃金・労働条件改善
	・行政補助員は、広く県民に雇用の機会を与え、次へのステップにしてもらっている。補助的な業務を公募している。

・臨任職員の任用期間について、始期と終期は「勤務を要する日」であるので、土日に勤務がない場合は含まれない。

・法定検診、肝機能・尿酸値等は常勤職員並みに行なっている。これ以上の充実は難しい。
・再任用の異動のルール化要求について、今回の異動は例外である。

	ノーマライゼーションの推進について 

	・個々の職員で状況は違う。意向申告時に把握していく。

	公契約条例の制定など公正労働基準の確立
	・入札の総合評価は、一部で導入している。


2.11全国一斉さようなら原発
1000万人署名アクションin東京

○日　時：2月11日（土）13時30分～
　○会　場：代々木公園Ｂ地区イベント広場
　※「自治労神奈川」のオレンジ色の旗が目印

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































